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営業外費用、特別利益及び法人税等調整額の計上に関するお知らせ 
 

 当社は、2027 年 3 月期第 2四半期連結会計期間（2026 年 7 月 1 日～2026 年 9月 30 日）において営

業外費用、特別利益及び法人税等調整額を計上いたしましたので下記のとおりお知らせいたします。 

記  

１．営業外費用の内容及びその金額 

2027年3月期第1四半期連結会計期間（2026年4月1日～2026年6月30日）において、為替差益55百万

円を計上しておりましたが、その後の為替相場の変動により、2027年3月期第2四半期連結会計期間

（2026年7月1日～2026年9月30日）において為替差損115百万円を計上いたしました。これは主とし

て、当社グループが保有する外貨建債権を2026年9月末時点の為替相場で評価したことにより発生し

たものであります。 

 その結果、2027年 3 月期中間連結会計期間（2026年4月1日～2026年9月30日）における計上額

は、為替差損59百万円となりました。 

また、2027 年 3月期第 2四半期連結会計期間（2026 年 7月 1日～2026 年 9月 30 日）において、金

融機関等からの借入に伴う支払利息 10百万円、及び、持分法適用関連会社の業績を取り込んだ結果、

持分法による投資損失 22百万円をそれぞれ計上いたしました。 

その結果、2027 年 3 月期中間連結会計期間（2026 年 4月 1日～2026 年 9月 30 日）における計上

額は、それぞれ支払利息 34 百万円、持分法による投資損失 35 百万円となりました。 

 

２．特別利益の内容及びその金額 

  2026 年 4 月 1 日付「UNIVA Marketing Limited（Cayman）の株式取得（子会社化）完了及び第三者

割当による新株式の発行に関する払込完了に関するお知らせ」にて開示いたしましたとおり、当社は

2026 年 4月 1日付で UNIVA Marketing Limited（Cayman）の株式を取得いたしました。これに伴い、

2027 年 3月期第 1四半期連結会計期間（2026 年 4月 1 日～2026 年 6月 30 日）において、負ののれん

発生益 316 百万円を計上しておりましたが、当該子会社における期首純資産の修正が行われた結果、

2027 年 3 月期中間連結会計期間（2026 年 4 月 1日～2026 年 9月 30 日）における負ののれん発生益

の計上額は 291 百万円となりました。 



３．法人税等調整額（益）の内容及びその金額 

  2027 年 3 月期第 2 四半期連結会計期間（2026 年 7 月 1日～2026 年 9月 30 日）において、連結子会

社における将来加算一時差異解消による繰延税金負債の取崩しを主な要因として、法人税等調整額

（益）110 百万円を計上いたしました。 

その結果、2027 年 3 月期中間連結会計期間（2026 年 4月 1日～2026 年 9月 30 日）における法人

税等調整額（益）の計上額は、110 百万円となりました。 

 

４．業績への影響 

 上記の営業外費用、特別利益及び法人税等調整額は、本日公表の「2027 年 3 月期 第 2四半期（中

間期）決算短信〔日本基準〕（連結）」に反映しております。 

なお、本件による 2027 年 3 月期通期連結業績予想への影響は織り込み済みであり、2026 年 8月 14

日付「2027 年 3月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしました通期の連結業

績予想に変更はありません。今後、業績予想の修正が必要となった場合には速やかに開示いたします。 

 

以 上 


